


●交通アクセス●
神戸市外国語大学 〒651-2187 神戸市西区学園東町９－１ 

⇒ 神戸市営地下鉄「三宮」から約 24 分 「学園都市」下車すぐ

    正門を入り，本部棟前をまっすぐすすみ，右手にある「第２学舎」２F 
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【大会プログラム】 

10:00～ 理事会（楠ケ丘会館１F 会議室） 

11:50～12:40 総会（第２学舎５０４） 

12:50～13:20 学術研究助成を受けた一般発表 

進行：青山将己（流通科学大学） 

12:50 野球バットの長さと握り位置の変更が打撃パフォーマンスおよび打者の主観に及ぼす影響 

   〇大平聖人（神戸大学大学院），前田正登（神戸大学） 

13:05 遠投を目的としたボール投げにおけるボールの大きさとボール把持の関係 

〇入江宗太朗（神戸大学大学院），前田正登（神戸大学） 

13:30～14:15 学部生によるポスター発表 （第２学舎５０５）: 

（発表 5 分，６演題終了後に一括して意見交換 10 分） 

進行：村田和隆（桃山学院大学） 

13:30 コベカツの誕生 
〇藤原蒼太，西田華子，坂野なるか（神戸大学学部生），秋元忍（神戸大学） 

13:36 六甲山と有馬温泉を組み合わせたウェルネスツーリズムの可能性の検討 

〇谷田 花，浅田 理華，小池 一功，中島 翔陽，吉田 壮希（兵庫県立大学環境人間学部生）， 

西藪 大輝，久下 潤（兵庫県立大学大学院），森 寿仁（兵庫県立大学） 

13:42 運動者の逸脱行動に関する研究 

〇大西伽奈，辻美花，西尾風音，平尾美空，森下美空，森山あかり，宇野博武（武庫川女子大学） 

13:48 酸素摂取量－心拍数関係式による推定エネルギー消費量の精度：異なる運動での比較 

〇福原一葉，丸山晴，米澤凛乃，藤井結子，渡邊完児（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）， 

岸本彩那，堤楓花（武庫川女子大学大学院健康・スポーツ科学研究科） 

13:54 朝食前の歩行における糖質・脂質代謝及びエネルギー消費量：持続歩行と間欠歩行の比較 

 〇大仲摩耶，小原みなみ，須波和巳，藤井結子，渡邊完児（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）， 

岸本彩那，堤楓花（武庫川女子大学大学院健康・スポーツ科学研究科） 

14:00 朝食前の歩行における糖質・脂質代謝及びエネルギー消費量：平地と勾配の比較 

〇石崎帆波，桶土井ゆう，三島まりあ，藤井結子，渡邊完児（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）， 

岸本彩那，堤楓花（武庫川女子大学大学院健康・スポーツ科学研究科） 

14:05～14:15 意見交換 

14:20～18:05 一般研究発表：発表 10 分，質疑応答 4 分（第２学舎５０４） 

【第１セクション】 座長：秋元忍（神戸大学）

14:20 高等学校における部活動のこれから －教員・指導者の位置付けに焦点を当てて－ 

〇森田啓之（兵庫教育大学） 

14:35 中学校部活動の地域展開における行政と中間支援団体のクラブ支援についての視点に関する実践報告 

〇井原 一久（兵庫県立大学大学院社会科学研究科） 伊藤 克広（兵庫県立大学国際商経学部） 

14:50 運動部活動の地域展開における居場所機能の検討 

〇原 大空（兵庫県立大学大学院 社会科学研究科），伊藤克広（兵庫県立大学），金山千広（立命館大学） 

15:05 国際マスターズイベントにおけるボランティア満足度の規定要因：主催者マネジメントと活動経験に着目して 

〇三浦敬太（神戸親和大学），山下耕平（神戸大学），叢瑋（関西大学），長ヶ原誠（神戸大学） 

********************************************* 休 憩（５分）***************************************************** 
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【第２セクション】 座長：村田和隆（桃山学院大学） 

15:25 兵庫県からみた第 1 回国民体育大会（1946 年）－競技開催実態と参加者の経験の検討から－ 

〇秋元 忍（神戸大学），島津 大地（兵庫県スポーツ協会） 

15:40 スポーツの直接観戦により受ける影響と運動・スポーツ参画状況の関連 

マスターズ甲子園を事例とした観戦者調査から

〇乾 順紀（大阪成蹊大学），水野凪紗（株式会社カネカ），三浦敬太（神戸親和大学），山下耕平（神戸大学

大学院），長ヶ原誠（神戸大学大学院）

15:55 女子ソフトボール試合観戦者にみる観戦動機の性差 －来場形態に着目して－ 

〇西藪 大輝（兵庫県立大学大学院），浅貝 茉優良（兵庫県立大学），森 寿仁（兵庫県立大学） 

16:10車いす利用者のスポーツ観戦行動に関する基礎的研究 －スタジアムの環境要因に着目して－ 

〇丸山 虎徹（西宮市社会福祉協議会），金山 千広(立命館大学) 

********************************************* 休 憩（５分）***************************************************** 

【第 3 セクション】 座長：中須賀巧（兵庫教育大学） 

16:30プロスポーツ選手の推し活を通じた心理的所有感による幸福感への影響 

〇稲葉慎太郎（天理大学），桂幸枝（神戸市外国語大学） 

16:45 デフサッカーにおけるコーチングのあり方に関する探索的研究 

〇濱村 孝行（芦屋大学） 

17:00 IMU と骨格認識技術を統合したスポーツ動作分析アプリの開発 

―カウンタームーブメントジャンプを例として― 

〇村田和隆（桃山学院大学），前田正登（神戸大学大学院） 

********************************************* 休 憩（５分）***************************************************** 

【第 4 セクション】 座長：青山将己（流通科学大学） 

17:20 発育局面構造に基づく運動機能変動の時間構造 ―発育急進期の包含と形態成長・運動機能適応の非同期性― 

〇長野崇（大阪国際大学），村田和隆（桃山学院大学），矢野琢也（兵庫大学），賀屋光晴（兵庫医科大学）， 

渡邊浩輝（大阪体育大学大学院） 

17:35 成長期女子サッカー選手における栄養的介入による食事摂取状況と体組成の変化について 

〇届木陽花（神戸女子大学大学院），坂元美子（神戸女子大学），糸井亜弥（神戸女子大学大学院） 

17:50 関東(東京)と関西(京都)の大学生のスポーツにおける共生意識の違い 

〇三谷尚慶(立命館大学産業社会学部研究生)，金山千広(立命館大学) 

18:15～ 懇親会・情報交換会（三木記念会館） 
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【学術研究助成を受けた一般発表】 

２演題 
12:50～13:20 

4



野球バットの長さと握り位置の変更が打撃パフォーマンスおよび 

打者の主観に及ぼす影響 

大平聖人（神戸大学大学院），前田正登（神戸大学）

1 緒言 

野球において，打者は速くスイングすることで

ボールに大きなエネルギーを伝え，打球速度を上

げる，あるいはボールを遠くへ飛ばすことができ

る．また，スイングが速いとボールを長い時間見

ることができ，打撃のための情報処理に多くの時

間を充当できる（村田，1997）． 

試合において，選手は打席でのスイングを速め

るために，通常よりも重いバットで素振りをして

から打席に入ることがある．しかし，重いバット

での素振りにより，その後のスイングが速くなる

と感じる場合であっても，実際のスイング速度は

ほぼ変化しないと報告されている（Otsuji et al.，

2002）．また，打席内でバットの握り位置を通常よ

りも先端側にずらして打撃することもあるが，バ

ットの長さや握り位置を変更することが打撃パフ

ォーマンスに与える影響や，それらに対する打者

の主観的評価との関係は明らかになっていない． 

本研究では，打撃において，バットの長さ及び

握り位置を一時的に変更させた際のスイング速度

と主観的なスピードとの関係を明らかにすること

を目的とした． 

2 方法 

大学硬式野球選手 4 名を対象にした．被験者に

は，長さが 3 段階に変更できる実験用バットを使

用させるものとし，握り位置を 3-5 段階に変更し

て計 12 種類のバット条件でボールを打撃させた

（表 1）．実験用バットの長さは 82 cm，84 cm，86 

cm の 3 段階であり，握り位置は，グリップの最下

部を握る場合を 0 cm として，2 cm，4 cm，6 cm，

8 cm 先端側へ握り位置を変更する設定とした． 

 実験試技にあたっては，被験者には十分にウォ

ーミングアップを行わせた後，実験用バットを持

って打席内で構え，飛来してくるボールの軌道を

数球確認させた．その後，長さ 84 cm のバットで

グリップ最下部を握り位置とする条件を「基準バ

ット」と設定して，5 回の打撃を行わせた．2 条件

目以降は，被験者ごとに条件の順序をランダムで

打撃させた．各条件のスイング後，再び基準バッ

トで 5 回スイングさせた（reset 試技）． 

 各条件でのスイングについて，基準にバットに

対するスイング速度の主観を 3 件法（-1：遅い，0

同じ，+1：速い）で評価させた． 

 

表 1 全 12 種類のバット条件の情報 

 

3 結果・考察 

82 cm の最も短いバットでは，全ての被験者に

おいて握り位置が先端側であるほどスイング速度

が低下する傾向が見られた．短いバットでは，握

り位置を先端寄りにすると操作性が向上するもの

と予想されたが，スイング速度の低下によりそれ

が失なわれる可能性が考えられる． 

84 cm のバットでは，スイング速度が低い条件

があったものの，被験者のスイングの主観評価は

全て「同じ」または「速い」と捉えていた．普段

から使用している長さによる慣れから使用感が優

先され，「振りやすい = 速い」という主観的な錯

覚が生じていた可能性が考えられる． 

86 cm のバットでは，スイング速度はほとんど

差がないが，主観評価にばらつきが生じていた．

普段よりも長いバットを使用することは，選手の

感覚的な判断基準を曖昧にさせ，選手によっては

スイングの評価がばらつく可能性が考えられる． 

長さ 重量

(cm) (g)

82.0 0cm 2cm 4cm *** ***

84.0 0cm 2cm 4cm 6cm ***

86.0 0cm 2cm 4cm 6cm 8cm

***：実施しない

892.0

握り位置条件

（グリップの最下部を握る場合を0cmとして）
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遠投を目的としたボール投げにおけるボールの大きさとボール把持の関係 

入江宗太朗（神戸大学大学院），前田正登（神戸大学） 

1．緒言

遠投のボール投げにおいて，ボールを適切に把持で

きないことは自身の投球能力を十分に発揮する妨げと

なる．中学生の新体力テストのボール投げで使用され

るボール（ハンドボール 2号）は小学生対象で使用さ

れるボール（ソフトボール 1号）に比べて約 2倍の大

きさのボールを使用することとなっており，投能力を

正確に評価できていない可能性が考えられる．そこで，

遠投で把持できるボールの大きさを検討するため，こ

れまでに十分に議論されてこなかった「遠投を目的と

したボール投げにおけるボールのサイズと把持の関

係」を明らかにすることを本研究の目的とした． 

2．方法 

被験者は，大学生男子 30 名，女子 31 名の計 61 名

とした．8種類のボール（ソフトボール 1～3号，スロ

ーピッチソフトボール，ハンドボール 0～3号）を投げ

るつもりで掴んでもらい，ボールを把持したままで指

定したボール台に載せ，把持した状態を 4台のデジタ

ルカメラ（120fps，シャッタースピード 1/30）を用い

て撮影した．なお，実際に投動作が行えるように把持

できているかを確認するために，ボールを把持した後

に手のひら側を地面に向けた状態で 10 回縦に振って

もらった．計測点は各指関節と指先の計 19点とし，撮

影した画像を元に，三次元動作解析ソフトウェア

（Frame DiasⅤ，Q’sfix 社）を用いて各点の三次元

座標を算出した．得られた手指の三次元座標値は，算

出したボール推定中心座標を原点とした極座標に変換

した．その後，示指指先座標位置を統一することによ

り手指の相対位置を相対的に比較した． 

3．結果及び考察 

各指先の方位角を図 1（男子），図 2（女子）に示す．

各図はボールの周囲に対する各指先の配置を示すもの

である（方位角：示指先が基準，母指先方向を正の方

位角，小指先方向を負の方位角として示している）． 

各種ボールを把持した際の各指先位置は、ハンドボ

ールほど大きなボールでは被験者間で大きなばらつき

がみられず，反対に，ソフトボールほど小さなボール

では母指・示指・中指の位置にはばらつきがみられな

かったものの環指・小指のばらつきは大きい傾向であ

った． これは，大きなボールほどすべての指で支持し

つつボールを落とさないように掴む必要がある一方で，

小さなボールになるとより少ない数の指でボールを支

持でき，ボールを繊細に操作できる余裕が生まれるよ

うになっていたことを示している．これらのことから，

ボールを把持する際には，ボールの大きさによって指

ごとに役割が異なる可能性が考えられる．また，ボー

ルの把持は，男子ではソフトボール 3号とスローピッ

チソフトボールの間、女子ではソフトボール 3 号と 2

号の間で、把持様態が異なっており，把持様態が変化

する境界は男女で異なる可能性が考えられる． 
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図 1 ボール把持における各指先の方位角（男子） 
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図 2 ボール把持における各指先の方位角（女子）
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【学部学生によるポスター発表】 

６演題 
13:30～14:15 
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コベカツの誕生 
藤原蒼太、西田華子、坂野なるか（神戸大学学部生）、秋元忍（神戸大学） 

１．はじめに 

 近年、少子化や教員の長時間労働を背景に、部

活動の地域展開が推進されているが、その多くは

休日の外部委託に留まるものであった。これに対

し、神戸市は、平日を含む部活動の原則廃止とい

う先駆的な改革へと舵を切った。本研究は、この

神 戸 市 に お け る 中 学 校 部 活 動 地 域 展 開 事 業

KOBE◆KATSU（以下、コベカツ）の誕生過程を

再構成し、その歴史的意義を考察するものである。 
本研究では、2022 年の国の指針受容から、2024

年のコベカツの公表までの期間を、コベカツの誕

生期とし、この過程を神戸市議会議事録や有識者

委員会資料等を基に跡付ける。これにより、部活

動を支えてきた枠組みがいかに再編され、独自の

神戸モデルが構築されたのかを解明する。  
２．国の指針の受容と有識者委員会の設置 

部活動の在り方に関する国の検討会議の提言

（2022 年 6 月・運動部、8 月・文化部）を踏まえ、

スポーツ庁・文化庁が 2022 年 12 月に示したガイ

ドラインは、休日の部活動を地域へ移行する方針

を全国に示した。神戸市は、このガイドライン公

表に先立つ 2022 年 11 月、これまでの部活動の取

組を検証し、その地域移行のあり方について検討

するための有識者会議である「部活動の地域移行

のあり方検討委員会」（以下、あり方委員会）を設

置した。以降のあり方委員会では、国の方針、神

戸市における部活動の現状と課題などが確認され、

生徒のニーズに応じたスポーツ・文化芸術活動の

受け皿・指導者確保の在り方、地域移行に伴う経

済的負担のあり方、平日部活動と移行後の休日活

動との連携・調整のあり方など、今後の検討事項

について意見交換が続けられた。休日の移行の達

成後、平日の移行を進めることを国が想定してい

ることは確認されていたものの、完全移行は前提

とされていなかった。  
３．部活動の地域移行推進事業の展開、検討と教

育振興基本計画における明文化 

神戸市は、部活動の地域移行推進事業として、

2023 年 9 月から、13 種目を対象に垂水区五校に

おける合同クラブ活動を実施し、また校長会部活

動連絡会の設置により、垂水区の取組の状況の把

握と課題の共有、垂水区以外の地域性を考慮した

取組についての検討を行った。これらの検討結果

を踏まえ、2024 年 3 月、あり方委員会は、今後の

方向性について、2025 年までを改革推進期間とし、

2026 年に順次地域移行を開始するというロード

マップを示した。ただし、「原則、休日の学校部活

動を廃止」するとされ、この時期の案でもまだ平

日部活動廃止には踏み込んでいなかった。  
神戸市教育委員会は、2024 年 4 月、「第 4 期神

戸市教育振興基本計画」において、「中学校部活動

の地域移行」を重点施策として明文化した。以降、

この施策は、部活動の地域移行をどう進めるかと

いう記者の問いに対し、「教員の負担が大きくスポ

ーツクラブなどに委ねる必要がある」（『神戸新聞』

2024 年 5 月 15 日）と回答した教育長・福本靖の

指揮監督のもと推進されていく。  
４．コベカツの方針、名称の公表 

この基本計画の公表を経て、神戸市教育委員会

は、2024 年 5 月 10 日と 6 月 11 日に開催された

定例会において、「部活動の地域移行について」協

議した。議事録非公開のため詳細は不明だが、

2024 年 6 月 19 日付『神戸新聞』が「神戸 部活

地域移行 26 年 9 月 市教委方針 中学、平日含

め完全に」との記事を掲載し、「『コベカツ』の愛

称で周知を図る」と報じたことから、この二度の

会議は平日を含む完全移行へと変容したコベカツ

の誕生に重要な役割を果たしたと考えられる。  
2024 年 6 月 21 日、高田教育委員会事務局長は、

神戸市議会教育こども委員会において、「中学校部

活動地域移行の考え方（案）」について報告を行っ

た。この報告は、部活動を取り巻く状況、神戸市

における部活動地域移行の考え方、スケジュール、

の三部からなり、「子供たちが主体的に選択し、多

様な活動に参加できる機会を確保することを目的

として、2026 年度より平日・休日ともに生徒が地

域の方々とともに活動する神戸の地域クラブ活動、

（仮称）ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵ（コベカツ）完全

移行をいたします」との概要説明に続き、中学校

の施設を利用すること、ほか五点の特徴を挙げた。

この報告によって、部活動の完全地域移行という

方針と、その愛称が神戸市議会において初めて示

され、以降、神戸市のコベカツ関連施策は、この

報告を起点として推進されることになった。  
５．おわりに 

コベカツの誕生は、教員の負担軽減策に留まら

ず、中等学校が支えてきた部活動という文化を、

行政が関与する持続可能な地域事業へと再定義す

る歴史的転換点となった、と評価できるだろう。

この過程は、学校教育と地域社会の境界線を引き

直す先駆的事例として、今後の教育、スポーツの

あり方の検討に不可欠な視座を与えるものである。 
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六甲山と有馬温泉を組み合わせたウェルネスツーリズムの可能性の検討 

谷田 花，浅田 理華，小池 一功，中島 翔陽，吉田 壮希（兵庫県立大学環境人間学部生）， 

西藪 大輝，久下 潤（兵庫県立大学大学院），森 寿仁（兵庫県立大学） 

                                   

                                      

１．背景・目的 

兵庫県における観光は，都市間交通の利便性

の高さから通過型観光の傾向が強く，平均宿泊

数が少ないことが課題として挙げられている．

また，兵庫県の観光消費単価は全国でも下位に

とどまっており，長期滞在の促進や高付加価値

化による消費単価を上昇させる取り組みが求め

られている（ひょうご観光本部資料）． 

観光と健康増進を組み合わせた「ウェルネス

ツーリズム」は兵庫県の恵まれた自然環境を背

景に様々なプランが想定されている．中でも神

戸市北部に位置する有馬温泉は日本三古泉の一

つであり，温泉による癒し効果が期待できる場

所である．また，六甲山は新日本百名山の一つ

であり，その登山は森林浴と有酸素性運動の両

側面を有する癒し効果の期待できる観光コンテ

ンツになり得る可能性がある．以上より，六甲

山登山と有馬温泉の組み合わせは兵庫県の観光

の付加価値向上に寄与するウェルネスツーリズ

ムプランとしての可能性が見出せるが，その実

証的な検討は十分ではない． 

そこで本研究は，温泉のみおよび登山と温泉

を組み合わせたウェルネスツーリズムの可能性

を心身の健康指標を測定することにより検討す

ることを目的とした． 

 
２．方法 

1）対象者 

健康な男女大学生 7 名(年齢：21.9±0.7) 
 

2） 調査概要 

2025 年 12 月に有馬温泉への入浴のみを行

う条件（温泉単独条件）および 2026 年 1 月に

六甲山登山の後に有馬温泉へ入浴する条件

（登山＋温泉条件）の 2 条件で調査を実施した．

入浴は複数種類の温泉サービスを提供する民

間施設で行った．登山ルートは六甲山ロック

ガーデンコースから有馬温泉街に抜けるルー

ト（標高:931m，総距離:17 ㎞）とした． 

各条件の調査タイミングは，実験当日の起

床後（朝）および温泉入浴後，就寝前，その

翌日以降 3 日間の起床直後であった．加えて，

両条件の変化を比較するため，平日 3 日間の起

床直後のベースライン測定も実施した． 

3）測定項目 

（1）アンケート調査（Google forms） 

・精神的ストレスに関する項目（3 項目） 

・筋肉痛，体調に関する項目（4 項目） 

・睡眠に関する項目（3 項目） 

（2）心拍変動 

・交感神経活動：LF/HF 
・副交感神経活動：HF パワー，RMSSD 

（3）気分プロフィール検査（POMS2） 

 

３．結果および考察 

副交感神経活動の指標である RMSSD は，温

泉単独条件が就寝前に登山＋温泉条件よりも有

意に高値を示した．このことは，温泉によるリ

ラックス効果が就寝前に認められることと，登

山による運動疲労の蓄積に伴う交感神経活動の

賦活の影響を反映した結果であると考えられる．

しかし，翌日から 3 日間の起床直後の値では，

登山+温泉条件の値は上昇し，両条件間の有意差

が消失するとともにベースラインよりも有意に

高値を示した．したがって，登山による身体的

な疲労感は翌朝までに改善され，身体的なリラ

ックス状態が高まったと言える． 

 また，気分プロフィール検査においてネガテ

ィブ感情を総合したTDM得点では，温泉単独条

件で入浴後にネガティブ感情が減少し，その後

3 日間ベースラインよりも低値で推移した．登

山+温泉条件では，就寝前にネガティブ感情の高

まりがみられたが，翌朝には大きく低下し，そ

の後 3 日間ベースラインよりも低値で推移した．

すなわち，登山の疲労感に起因したネガティブ

感情の高まりが翌朝には消失するとともに精神

的なリラックス状態が高まったと言える． 

 

４．まとめ 

六甲山と有馬温泉を利用したウェルネスツー

リズムにおいて，温泉への入浴は単独でも心身

の健康を促すとともに，登山の疲労を癒す効果

を有することが明らかとなった．一方で，登山

と温泉の組み合わせ効果は認められず，六甲山

登山のルートを変更することや，異なる運動種

目と組み合わせることによって，より高いウェ

ルネスツーリズムとしての付加価値を創出でき

る可能性が示された． 
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運動者の逸脱行動に関する研究 
 

大西伽奈，辻美花，西尾風音，平尾美空，森下美空，森山あかり，宇野博武（武庫川女子大学） 

 

1．はじめに 

『どうして「体育嫌い」なんだろう』（井谷ほか，2025）

によれば、体育嫌いは、学校体育の制度や授業のあ

り方、さらに社会の価値観によって生み出されてい

る側面がある。例えば、現行の体育では、技能の高

い児童生徒に注目が集まりやすく、能力主義的な評

価が行われやすい。そのため、一部の児童生徒は「で

きない姿」を人前で繰り返しさらすことになり、苦

痛や劣等感を抱きやすい。このような状況の中で児

童生徒は、体育に積極的に関わるのではなく、「やり

過ごす」といった行動をとるようになる。このやり

過ごす行動＝逸脱に注目することは、これまで見過

ごされてきた児童生徒の経験や問題点を明らかにし、

体育のあり方を見直すために必要と考えられる。 

 では、体育実技において児童生徒は、どのように

逸脱をおこないうるのか。マートン（1961）によれ

ば、逸脱（Deviance）とは，特定の文化的制度におい

て支配的な目標や規範・実践に対して拒否あるいは

代替策を講じてゆく行為のことを指す。体育の文脈

では、学習指導要領によって示される「豊かなスポ

ーツライフ」という観念は、本邦の体育・スポーツ

教育制度における支配的な目標と捉えられる。こう

した目標に基づく支配的な規範・実践としては、学

校において日々繰り返されている、競争に特徴づけ

られる近代スポーツを軸とした体育の具体的な授業

実践が相当するものと考えられる。 

 体育・スポーツ経営学では、運動者（Undosha）の

概念によって児童生徒と体育実技との関わりについ

て考究がなされてきた。運動者は「運動をする、あ

るいは運動をするかもしれない」「運動をさせたい」

という体育・スポーツの視点から捉えられる人間の

ことを指す（宇土，1970）。運動者は、スポーツサー

ビスをめぐっての行動である「運動者行動」、スポー

ツサービスの運動場面の中で見られる「運動行動」

という 2 種の行動をとる。しかし、運動行動ならび

に運動者行動における逸脱について十分な研究が行

われおらず、課題として残されている。 

 そこで本研究では、運動者はいかに逸脱行動をと

りうるのかを実験的に観察・分析し、運動者による

運動行動ならびに運動者行動上の逸脱行動について

理解を深めることを目的とする。 

2．研究方法 

 運動者の逸脱行動を観察するため実験をおこなっ

た。実験は、2026年 1月 14日、武庫川女子大学の

体育館で実施された。実験には、研究者 7名が参加

した。7 名のうち 1 名を体育教員役とし、フットサ

ルの模擬授業を実施してもらった。残りの 6名は実

技受講生となり、「体育実技中、いかに多く体育教員

の目を逃れて逸脱できるか」を競い合った。このと

き、体育教員役の研究者は、受講生役の研究者の逸

脱に気がついた場合ただちに指摘するルールとした。

1 時間程度の体育実技ののち、振り返りミーティン

グを実施し、受講生役の研究者がどのように逸脱を

おこなったかという点について、ビデオを見ながら

確認していった。なお、振り返りミーティングには

研究者7名全員が参加し、49分の時間を要した。ミ

ーティングの内容はすべて録音し、口述データとし

て全て文字起こしをおこなった上で分析に用いた。 

3．結果・考察 

 質的データを帰納的にコーディングした結果、運

動者の逸脱行動として、5 つのカテゴリーが抽出さ

れた。抄録では分析結果の一部を示し、分析結果の

詳細と考察は発表当日に示すこととする。 

 まず、フットサルのプレー場面（運動行動）にお

ける 2 つの逸脱が観察された。【個人プレーの逸脱】

は、「準備体操において屈伸を軽くしかしない」や「30

回せねばならないボールタッチの回数を誤魔化す」

といった、体育教員によって指示されるプレー内容

を個人において部分的に拒否する行動である。【集団

プレーの逸脱】では、「鳥籠の鬼としてもう一人の鬼

に注目を焦点化させて力を抜く」や「ゲームの攻め

る場面において後方に留まっておく」といった集団

におけるプレー場面において逸脱をおこなう様子が

見られた。 

 次に、プレー以外の場面（運動者行動）では、挨

拶や返事といった体育教員が要請してくる規律を部

分的に拒否する【規律からの逸脱】がみられた。さ

らに、授業では積極的に参加する態度が規範として

求められたが、「大袈裟に転んでそのまま座り込む」

や「暇があれば座り込む」といった【座り込む】逸

脱が観察された。また、トイレを理由に授業の一部

に参加しない【その場を離れる】逸脱もあった。 

10



Ⅰ  
1)

2) 3)

3
3

 

 (HR) VO2

HR VO2 1

HR-VO2

HR-VO2 VO2

 

VO2

HR-VO2 VO2

 
 
Ⅱ  
1  

20 22
7  

2.  
1)  

80 m/min 3

6
1 100 m/min

6 120 m/min

6 6 20  
m/min 4

 

HR VO2

HR-VO2

 
2 HR

 
(1) HR  

HR
Life Scope6 BR-913P

1  
(2)  

Aero  
monitor AE300S 1  

3)  
2

HR

VO2

VO2 1 L 5 
kcal  
(1) 40 80 m/min  
(2) 20 80 m/min 3%

 
 
Ⅲ  

40
133.6 33.4 kcal

127.0 32.0 kcal
3% 20

72.1 22.1 kcal 72.2
21.3 kcal  

2

40
r=0.966 (p 0.01)

20
3% r=0.858 (p 0.05)

HR-VO2

VO2

 

11



  

Ⅰ  

 
40

 
 
Ⅱ  
1  

20 23
10  

2.  
1  

2

 
1. 40

 

2. 5 20
40

 
2 HR  

 
(1) HR  

HR
Life Scope6 BR-913P

1  
(2)  

Aero  
monitor AE300S 1  

3
 

VO2 VCO2

 
g/min  

4.344 VCO2 (L/min) 3.061 VO2 (L/min) 
 (g/min)  

1.695 VO2 (L/min) 1.701 VCO2 (L/min) 

 (kcal/min)  

3.94 VO2 (L/min) 1.11 VCO2 (L/min) 
4)  

± 2
t

5  
 
Ⅲ  

40
8.7 4.3 g 9.2 3.1 

g 10.4
2.9 g 10.3 2.5 g

131.7
33.6 kcal 135.8 30.2 kcal

 

 

 
 

 

12



  

Ⅰ  
Shimada 50% 60

1

1
20%

Iwayama
Shimada 15

 
Shimada Iwayama

Shimada Iwayama

 

0% 3%

 
 
Ⅱ  
1  

20 21
9  

2.  
1  

2

 
1. 20

0%  

2. 20
3%  

2 HR  
 

(1) HR  
HR

Life Scope6 BR-913P
1  

(2)  

Aero  
monitor AE300S 1  

3
 

VO2 VCO2

 
g/min  

4.344 VCO2 (L/min) 3.061 VO2 (L/min) 
 (g/min)  

1.695 VO2 (L/min) 1.701 VCO2 (L/min) 
 (kcal/min)  

3.94 VO2 (L/min) 1.11 VCO2 (L/min) 
4)  

Borg
 

5)  
± 2

t
5  

 
Ⅲ  

20
5.5 1.8 g 6.6 2.9 g

5.9
2.6 g 4.8 1.7 g

70.1 10.6 
kcal 72.2 21.3 kcal

 

20

 

13



14



15



16



17



18



1 1946  
  
 

6

1946 1

 
1

1 1946

75 2025

 

1

1 12
1 11

 
8 9 11

NHK  32

100m
 

11 1 3
4 11

1
3

 

 

 

 

 

 

 
:

 

 

1

1

 
 

 

19



20



21



22



.583***

.634***

.380***

.246**

R2=.196

R2=.339

R2=.402.607***

23



 
  

 
1,  

2025

100
20

 

 

 

 
2,  

15

 

 

3  

 

 

24



IMU  
 

 
 

 
 

 

 
(IMU) 

2  PC 

 (CMJ) 
 

 
 

 MacBook Air M5 Apple
iPhone SE 2 Apple

30 fps Galaxy S9 Samsung
 IMU ( 100 Hz) 

YOLO26x
RTMPose-m  21 

CoM CoM
IMU 

IMU
CoM

RMSE
RMSE

 

CMJ (1) 
CoM

(2)  
0.5g

 (Rantalainen et al., 2020) (3)
3

(4)

 
 

 
10

IMU
2 CMJ 3

(1) 34.2cm (2)
31.7cm (3) 24.9cm

(4) 30.6cm
(2)

(2)

(Rantalainen et al., 2020)

 

 
 

2  PC  
CMJ 

 
1  

2  

25



 
 

 

 
 

26



27



( ) ( )  
 

( ) ( ) 
 

1.  

, 2002 , 2006
2024

2020
2020

( , 2014)

2020

 
2.  

2025 6 11 83
2024

SD

5
 

IBM SPSS ver.28

A 2013

B

C

 
3.  

2020

28


	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	表紙
	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生


	変更ぶぶん
	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	表紙
	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生


	空白ページ
	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	表紙
	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	表紙
	１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生

	１
	13:30 コベカツの誕生

	途中１－４ページ
	13:30 コベカツの誕生



	ページすべて
	ポスター
	ポスター１　谷田ら　ツーリズム.pdf
	ポスター２　大西ら　逸脱行動.pdf
	ポスター３　福原ら　エネルギー推定
	ポスター４　大仲ら　持続・間欠比較
	ポスター５　石崎ら　平地・勾配比較
	ポスター６　藤原　コベカツ






